
(57)【要約】

【課題】　ＥＬパネルを構成する透明基板とマスク板と

をアライメントするときに、透明基板の撓みによって透

明基板とマスク板とを接触することを防止し、高精度に

アライメントを行う。

【解決手段】　透明基板１とマスク板２とのアライメン

トは、夫々の角隅部に形成されたアライメントマーク１

Ｍ及び２Ｍをカメラ５により観察して行われるが、カメ

ラ５の被写界深度内で行うために、両アライメントマー

クはできる限り近接させた状態でアライメントを行う。

このとき、透明基板１の中央部分に撓みが生じて透明基

板１とマスク板２とを接触させないために、予め透明基

板１を反自重方向に向けて僅かに凸形状に湾曲させた状

態で、透明基板１とマスク板２とを近接させる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 真 空 蒸 着 に よ り 透 明 基 板 の 表 面 に 所 定 の パ タ ー ン と な る よ う に 蒸 着 膜 を 形 成 す る 真 空 蒸
着 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 透 明 基 板 の 前 記 蒸 着 膜 が 蒸 着 さ れ る 被 処 理 面 を 下 側 に 向 け て 配 置 し 、 こ の 被 処 理 面
と 対 向 す る 側 に 前 記 所 定 パ タ ー ン を 有 す る 磁 性 金 属 材 の 薄 板 か ら な る マ ス ク 板 を 配 置 し て
、 前 記 透 明 基 板 の 夫 々 の 角 隅 部 に 複 数 箇 所 形 成 さ れ て い る ア ラ イ メ ン ト マ ー ク を 基 準 と し
て 、 前 記 マ ス ク 板 と 前 記 透 明 基 板 と を ア ラ イ メ ン ト す る た め に 、
　 前 記 透 明 基 板 を 、 そ の 中 央 部 分 が 最 も 前 記 マ ス ク 板 か ら 離 間 さ れ る よ う に 、 反 自 重 方 向
に 向 け て 僅 か に 凸 形 状 に 湾 曲 さ せ た 状 態 で 、 前 記 マ ス ク 板 と 前 記 透 明 基 板 と を 近 接 さ せ て
、 前 記 マ ス ク 板 に 形 成 さ れ て い る 前 記 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク と 、 こ の ア ラ イ メ ン ト マ ー ク に
対 応 す る 前 記 透 明 基 板 の 前 記 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク と を 同 一 の カ メ ラ 視 野 内 で 観 察 し て ア ラ
イ メ ン ト す る こ と を 特 徴 と す る 真 空 蒸 着 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 透 明 基 板 を 、 そ の 外 周 部 分 を ク ラ ン プ 部 材 で 保 持 さ せ る こ と に よ り 、 反 自 重 方 向 に
向 け て 僅 か に 凸 形 状 に 湾 曲 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 真 空 蒸 着 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 透 明 基 板 と 前 記 マ ス ク 板 と が ア ラ イ メ ン ト さ れ て 密 着 さ れ た 後 に 、 前 記 透 明 基 板 の
前 記 被 処 理 面 と は 反 対 面 よ り 電 磁 石 又 は 永 久 磁 石 か ら な る 磁 石 部 材 を 前 記 透 明 基 板 に 当 接
さ せ て 、 前 記 磁 石 部 材 と 前 記 マ ス ク 板 と の 間 に 作 用 す る 磁 力 に よ り 前 記 マ ス ク 板 を 保 持 し
、
　 前 記 マ ス ク 板 を 介 し て 前 記 透 明 基 板 の 前 記 被 処 理 面 に 蒸 着 物 質 を 付 着 さ せ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 記 載 の 真 空 蒸 着 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 透 明 基 板 と 前 記 マ ス ク 板 と の ア ラ イ メ ン ト 時 に 相 互 に 密 着 さ せ た 後 に 、 ア ラ イ メ ン
ト ミ ス に よ り 、 再 度 ア ラ イ メ ン ト す る と き に は 、 前 記 透 明 基 板 と 前 記 マ ス ク 板 と が 完 全 に
剥 離 す る の に 必 要 な ス ト ロ ー ク だ け 上 下 方 向 に 離 間 さ せ た 後 に 、 再 度 ア ラ イ メ ン ト を 行 う
距 離 ま で 近 接 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 真 空 蒸 着 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 被 処 理 面 に 付 着 す る 前 記 蒸 着 物 質 は 、 ｎ 個 の 発 光 層 で あ り 、
　 前 記 マ ス ク 板 と 前 記 透 明 基 板 と を ア ラ イ メ ン ト し た 後 に 、 前 記 マ ス ク 板 と 前 記 透 明 基 板
と を 密 着 さ せ 、 前 記 磁 石 部 材 に よ り 前 記 マ ス ク 板 が 前 記 透 明 基 板 に 吸 着 保 持 し た 状 態 で 、
前 記 発 光 層 の う ち 何 れ か １ つ の 発 光 層 が 蒸 着 し た 後 に 、 前 記 マ ス ク 板 を 前 記 透 明 基 板 か ら
離 間 し て 画 素 ピ ッ チ ず ら す 工 程 を 、 ｎ 回 繰 り 返 し て 行 う こ と に よ り 、
　 前 記 被 処 理 面 に 前 記 三 原 色 か ら な る 発 光 層 を １ 画 素 と し て 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ４ 記 載 の 真 空 蒸 着 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ５ に 記 載 の 真 空 蒸 着 方 法 に よ っ て 、 順 次 ｎ 個 の 各 色 に 発 光 す る Ｅ Ｌ 素 子 の
ド ッ ト パ タ ー ン を 形 成 し た Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 用 パ ネ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 透 明 基 板 の 表 面 に 真 空 蒸 着 に よ っ て 所 定 の パ タ ー ン の 蒸 着 膜 を 形 成 す る た め
の 真 空 蒸 着 方 法 及 び Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 用 パ ネ ル に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ に 代 わ る デ ィ ス プ レ イ と し て 、 透 明 基 板 に 有 機 Ｅ Ｌ （ Electro 
Luminescence） 素 子 の ド ッ ト パ タ ー ン を 形 成 し た デ ィ ス プ レ イ 用 パ ネ ル （ 以 下 、 Ｅ Ｌ パ ネ
ル と い う ） が 開 発 さ れ 、 実 用 化 も 始 ま っ て い る 。 Ｅ Ｌ パ ネ ル は 、 正 孔 と 電 子 と が 結 合 し た
と き に 生 じ る エ ネ ル ギ ー に よ り 発 光 す る た め 、 バ ッ ク ラ イ ト を 必 要 と せ ず 、 液 晶 デ ィ ス プ
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レ イ と 比 較 し て 極 め て 薄 い も の に す る こ と が で き る デ ィ ス プ レ イ で あ る 。 そ の 他 に も 、 コ
ン ト ラ ス ト が 高 く 、 応 答 性 が 高 い た め 、 次 世 代 の デ ィ ス プ レ イ と し て 実 用 化 が 進 め ら れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 Ｅ Ｌ パ ネ ル は 、 ガ ラ ス 基 板 等 の 透 明 基 板 上 に 正 孔 を 注 入 す る た め に 陽 極 （ Ｉ Ｔ Ｏ ： Indi
um Tin Oxide） が 形 成 さ れ 、 さ ら に 電 子 を 注 入 す る た め の 陰 極 が 形 成 さ れ る 。 こ れ ら 陽 極
と 陰 極 と の 間 に は 、 正 孔 と 電 子 と が 結 合 し て エ ネ ル ギ ー を 放 出 す る こ と に よ り 発 光 す る 発
光 層 が 設 け ら れ 、 さ ら に 発 光 層 と 陽 極 と の 間 に は 、 正 孔 注 入 率 が 低 下 す る こ と を 防 止 す る
た め に 正 孔 注 入 層 が 設 け ら れ 、 ま た 発 光 層 と 陰 極 と の 間 に は 、 電 子 注 入 率 が 低 下 す る こ と
を 防 止 す る た め の 電 子 注 入 層 や 発 光 層 に 入 っ た 正 孔 が 電 子 注 入 層 に 侵 入 す る こ と を 防 止 す
る た め の 電 子 輸 送 層 が 設 け ら れ る 。 従 っ て 、 Ｅ Ｌ パ ネ ル は 、 陽 極 と 陰 極 と の 間 に 上 記 各 層
が 挟 み 込 ま れ る 構 成 を 採 る こ と に よ り 構 成 さ れ る 。 そ し て 、 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 各 画 素 を 駆 動 す
る た め に 、 例 え ば 、 陽 極 を Ｔ Ｆ Ｔ （ Thin Film Transistor） 回 路 に よ り ２ 次 元 に 形 成 し 、
画 素 ご と に 応 じ て 電 圧 を 印 加 す る か 否 か に よ り 、 そ の 画 素 が 発 光 さ せ る か 否 か を 制 御 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 Ｅ Ｌ パ ネ ル は 、 透 明 基 板 上 の 発 光 層 を Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の 三 原 色 の Ｅ Ｌ 発 光 層 の ド
ッ ト パ タ ー ン で 形 成 す る 必 要 が あ る が 、 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 高 精 度 化 、 大 型 化 に 伴 い ド ッ ト パ タ
ー ン を 透 明 基 板 に 密 に 形 成 す る 必 要 が あ る た め 、 パ タ ー ン の 微 細 化 、 透 明 基 板 へ の 固 着 強
度 等 の 観 点 か ら 、 パ タ ー ン 形 成 は 真 空 蒸 着 方 式 で 行 わ れ る 。 真 空 蒸 着 は 、 内 部 を 真 空 状 態
に し た チ ャ ン バ の 下 部 位 置 に 蒸 着 源 を 配 置 し 、 ま た こ の 蒸 着 源 の 上 部 位 置 に は 蒸 着 さ れ る
透 明 基 板 を 着 脱 可 能 に 保 持 す る ホ ル ダ 部 材 を 設 け た も の で あ り 、 蒸 着 源 と し て は 、 加 熱 手
段 を 備 え た 坩 堝 に 発 光 色 素 材 料 を 入 れ 、 こ の 坩 堝 を 加 熱 す る こ と に よ り 、 発 光 色 素 材 料 を
蒸 発 さ せ て 、 ホ ル ダ 部 材 に 保 持 さ れ た 基 板 の 下 面 に 発 光 色 素 材 料 を 蒸 着 さ せ る よ う に し た
も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ こ で 、 真 空 チ ャ ン バ 内 に お い て 、 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 構 成 す る 透 明 基 板 に 上 記 発 光 色 素 材 料
の ド ッ ト パ タ ー ン を 形 成 す る た め に 、 透 明 基 板 の 外 周 部 を 保 持 し た 状 態 で 、 微 細 な ピ ッ チ
間 隔 で パ タ ー ン が 形 成 さ れ て い る 金 属 製 の マ ス ク 板 を 透 明 基 板 に 密 着 し た 状 態 で 三 原 色 の
う ち １ 色 の 発 光 色 素 材 料 を 蒸 着 し た 後 に 、 画 素 ピ ッ チ 分 ず ら し た 後 に 、 残 り の ２ 色 の 発 光
色 素 材 料 の 蒸 着 が 行 わ れ る 。 こ の と き 、 透 明 基 板 上 に 発 光 色 素 材 料 が 蒸 着 さ れ る 被 処 理 面
を 下 部 に 向 け て 配 置 し 、 こ の 被 処 理 面 に 対 し て 極 め て 高 い 精 度 で ア ラ イ メ ン ト さ れ た 後 に
マ ス ク 板 を 密 着 し て 発 光 色 素 材 料 の 蒸 着 が 行 わ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 っ て 、 真 空 チ ャ ン バ 内 で 透 明 基 板 の 外 周 部 を 固 定 的 に 保 持 し た 状 態 で 、 マ ス ク 板 と の
ア ラ イ メ ン ト が 行 わ れ る が 、 透 明 基 板 は 主 に ガ ラ ス 板 か ら な る た め 、 ど の よ う に し て 透 明
基 板 の 外 周 部 を 固 定 的 に 保 持 す る か が 問 題 と な る 。 透 明 基 板 を 固 定 的 に 保 持 す る 手 段 と し
て は 、 一 般 的 に は 真 空 吸 着 に よ る も の が 考 え ら れ る が 、 上 記 の よ う に 、 透 明 基 板 に 対 す る
発 光 色 素 材 料 の 蒸 着 は 真 空 状 態 が 維 持 さ れ て い る 真 空 チ ャ ン バ 内 に お い て 行 わ れ る た め 、
真 空 吸 着 に よ っ て 透 明 基 板 を 固 定 的 に 保 持 す る こ と は で き な い 。 そ こ で 、 透 明 基 板 の 外 周
部 を ク ラ ン プ に よ り 保 持 す る 方 法 が 考 え ら れ る が 、 微 細 な ド ッ ト パ タ ー ン の 蒸 着 が 行 わ れ
る た め 、 透 明 基 板 は 極 め て 安 定 し た 状 態 で 保 持 し な く て は な ら な い 。 そ の た め 、 透 明 基 板
の 外 周 部 を ク ラ ン プ 部 材 で 強 固 に 保 持 す る 必 要 が あ る が 、 あ ま り 強 く 透 明 基 板 を 保 持 す る
と 、 透 明 基 板 を 損 傷 す る お そ れ が あ る 。 特 に ガ ラ ス 材 料 か ら な る 透 明 基 板 は 、 摩 擦 力 が 極
め て 低 い た め 、 非 常 に 強 固 に 保 持 し な け れ ば 、 安 定 し た 状 態 で 保 持 す る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 透 明 基 板 を 固 定 保 持 す る た め の 部 材 と し て シ ー ト マ グ ネ ッ ト を 用 い 、 こ の シ ー
ト マ グ ネ ッ ト の 磁 力 で 透 明 基 板 に マ ス ク 板 を 引 き 付 け る よ う に し て 保 持 す る 構 成 と し た も
の が 、 例 え ば 特 許 文 献 １ の 開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ０ ５ ６ ２ ２ 号 公 報
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 述 し た 特 許 文 献 １ の 発 明 で は 、 マ ス ク ホ ル ダ に マ ス ク 板 を 固 定 し て 、 こ の マ ス ク 板 と
対 向 状 態 と な る よ う に 透 明 基 板 を 近 接 配 置 し て ア ラ イ メ ン ト を 行 い 、 両 者 を 重 ね 合 わ せ た
後 に 、 シ ー ト マ グ ネ ッ ト を 透 明 基 板 に 載 置 す る こ と に よ り 、 磁 力 に よ り 透 明 基 板 を 介 し て
マ ス ク 板 を マ グ ネ ッ ト に 保 持 さ せ る 構 成 を 採 っ て い る 。 こ の と き 、 マ ス ク ホ ル ダ に 固 定 さ
れ た マ ス ク 板 の 上 部 に 配 置 さ れ た 透 明 基 板 と マ ス ク 板 と を ア ラ イ メ ン ト す る 必 要 が あ る が
、 両 者 は 近 接 配 置 し た 状 態 で 、 ア ラ イ メ ン ト が さ れ て 重 ね 合 わ せ が 行 わ れ る 。 こ の 、 ア ラ
イ メ ン ト 時 に は 、 透 明 基 板 の 被 処 理 面 と マ ス ク 板 と を 非 接 触 に 保 つ た め に 、 透 明 基 板 は そ
の 外 周 部 分 が ク ラ ン プ 部 材 等 に よ り 保 持 さ れ る 。 ま た 、 マ ス ク 板 は マ ス ク ホ ル ダ に 接 着 材
等 に よ り 接 着 し て 固 定 す る 等 に よ り 、 あ る 程 度 の 張 力 を 持 た せ た 状 態 で 平 面 形 状 を 維 持 さ
せ て 、 ア ラ イ メ ン ト を 行 う こ と が で き る 。 透 明 基 板 と マ ス ク 板 と を ア ラ イ メ ン ト す る と き
に は 、 両 者 に 夫 々 形 成 さ れ て い る ア ラ イ メ ン ト マ ー ク を Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ 等 の カ メ ラ で 観 察 し
て 微 細 な ア ラ イ メ ン ト を 実 現 す る が 、 か か る ア ラ イ メ ン ト マ ー ク は 、 透 明 基 板 及 び マ ス ク
板 の 角 隅 部 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 と こ ろ で 、 近 年 の Ｅ Ｌ パ ネ ル は 省 ス ペ ー ス 化 の 要 請 か ら 、 そ の Ｅ Ｌ パ ネ ル は 薄 型 の も の
が 使 用 さ れ る よ う に な っ て き て い る 。 こ れ に 伴 い 、 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 構 成 す る 透 明 基 板 も 当 然
に 薄 型 化 の 要 請 を 充 足 す る 必 要 が あ り 、 従 っ て 透 明 基 板 の 厚 み は 極 め て 薄 い も の が 使 用 さ
れ る こ と に な る 。 上 述 し た と お り 、 透 明 基 板 は そ の 外 周 部 分 が 保 持 さ れ て マ ス ク 板 と の ア
ラ イ メ ン ト が 行 わ れ る た め 、 大 型 且 つ 薄 型 の 透 明 基 板 の 中 央 部 分 は 自 重 に よ り 撓 む こ と と
な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 か か る 撓 み が 生 じ て い る 透 明 基 板 と マ ス ク 板 と を ア ラ イ メ ン ト す る と 、 透 明 基 板 と マ ス
ク 板 と の 間 に あ る 程 度 の 間 隔 を 設 け な け れ ば 、 撓 み 部 分 （ 透 明 基 板 の 中 央 部 分 ） に お い て
、 透 明 基 板 と マ ス ク 板 と が 一 部 接 触 す る こ と に な る 。 こ こ で 、 ア ラ イ メ ン ト の た め に 位 置
調 整 を 行 う と き に は 、 透 明 基 板 又 は マ ス ク 板 の う ち 何 れ か 一 方 （ 主 に 、 透 明 基 板 ） が 水 平
方 向 に 移 動 す る こ と に な る た め 、 接 触 部 分 に お け る 透 明 基 板 及 び マ ス ク 板 に 損 傷 が 発 生 す
る お そ れ が あ る 。 特 に 、 上 記 Ｅ Ｌ パ ネ ル に は 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ 等 の 層 の 複 数 の 発 光 色 素 材 料 を
順 次 透 明 基 板 に 蒸 着 し た 後 に 、 画 素 ピ ッ チ 分 だ け ず ら し て 次 の 色 の 蒸 着 を 行 う た め 、 三 原
色 の う ち 何 れ か １ つ 又 は ２ つ の 発 光 色 素 材 料 が 透 明 基 板 の 被 処 理 面 に 蒸 着 さ れ た 状 態 で 、
上 記 接 触 の 問 題 が 生 じ る と 、 既 に 蒸 着 済 み の 発 光 色 素 材 料 に 色 ボ ケ の 問 題 が 発 生 し 、 Ｅ Ｌ
パ ネ ル と し て は 使 用 す る こ と が で き な い も の と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 勿 論 、 透 明 基 板 と マ ス ク 板 と の 間 隔 を で き る 限 り 離 し た 状 態 で ア ラ イ メ ン ト を 行 え ば 、
上 述 し た 接 触 の 問 題 が 生 じ る 可 能 性 は 低 い 。 す な わ ち 、 透 明 基 板 の 最 大 の 撓 み 量 以 上 に 透
明 基 板 と マ ス ク 板 と を 離 間 さ せ て ア ラ イ メ ン ト を 行 え ば 、 中 央 部 分 に お け る 接 触 の 問 題 は
生 じ る こ と は な い 。 し か し 、 透 明 基 板 の 撓 み を 考 慮 し て 、 透 明 基 板 と マ ス ク 板 と の 間 隔 を
離 す と 、 精 度 の 高 い ア ラ イ メ ン ト を 行 う こ と は で き な い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 す な わ ち 、 高 精 度 な ア ラ イ メ ン ト を 行 う た め に は 、 分 解 能 を 高 く す る た め に 、 焦 点 深 度
が 浅 い カ メ ラ を 使 用 し て ア ラ イ メ ン ト マ ー ク を 認 識 す る こ と に な る 。 こ の よ う に 、 高 い 分
解 能 で ア ラ イ メ ン ト を 行 う た め に は で き る 限 り 焦 点 深 度 の 浅 い も の を 使 用 す る 必 要 が あ り
、 従 っ て 透 明 基 板 と マ ス ク 板 と を 非 常 に 近 接 し た 位 置 に 配 置 し て ア ラ イ メ ン ト を 行 わ な く
て は な ら な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 特 に 、 Ｅ Ｌ パ ネ ル は 高 密 度 化 、 高 画 素 化 の 傾 向 に あ り 、 ア ラ イ メ ン ト の 精 度 は 極 め て 高
い も の が 要 求 さ れ て い る た め 、 分 解 能 が 高 い カ メ ラ を 使 用 し て ア ラ イ メ ン ト を 行 い た い 要
請 が あ る 。 従 っ て 、 透 明 基 板 及 び マ ス ク 板 の 両 者 は で き る 限 り 近 接 し た 状 態 で ア ラ イ メ ン
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ト す る 必 要 が あ る 。 一 方 、 上 述 し た よ う に 、 透 明 基 板 を 薄 型 化 、 大 型 化 す る と 、 ア ラ イ メ
ン ト 時 に お け る 透 明 基 板 の 一 部 （ 中 央 部 分 ） と マ ス ク 板 と が 接 触 す る 問 題 は 回 避 し な く て
は な ら な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 薄 型 且 つ 大 型 の 透 明 基 板 と 、 こ の 透 明 基 板 の 被 処 理 面 に ド ッ ト パ タ
ー ン を 形 成 す る た め の マ ス ク 板 と を 近 接 し た 状 態 で ア ラ イ メ ン ト す る こ と が で き 、 同 時 に
透 明 基 板 の 撓 み に よ り マ ス ク 板 と 接 触 す る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 真 空 蒸 着 方 法 及 び
Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 用 パ ネ ル を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。 　
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 真 空 蒸 着 方 法 は 、 真 空 蒸 着 に よ り 透 明 基 板 の 表 面 に 所 定 の パ タ ー ン と な る よ う
に 蒸 着 膜 を 形 成 す る 真 空 蒸 着 方 法 で あ っ て 、 前 記 透 明 基 板 の 前 記 蒸 着 膜 が 蒸 着 さ れ る 被 処
理 面 を 下 側 に 向 け て 配 置 し 、 こ の 被 処 理 面 と 対 向 す る 側 に 前 記 所 定 パ タ ー ン を 有 す る 磁 性
金 属 材 の 薄 板 か ら な る マ ス ク 板 を 配 置 し て 、 前 記 透 明 基 板 の 夫 々 の 角 隅 部 に 複 数 箇 所 形 成
さ れ て い る ア ラ イ メ ン ト マ ー ク を 基 準 と し て 、 前 記 マ ス ク 板 と 前 記 透 明 基 板 と を ア ラ イ メ
ン ト す る た め に 、 前 記 透 明 基 板 を 、 そ の 中 央 部 分 が 最 も 前 記 マ ス ク 板 か ら 離 間 さ れ る よ う
に 、 反 自 重 方 向 に 向 け て 僅 か に 凸 形 状 に 湾 曲 さ せ た 状 態 で 、 前 記 マ ス ク 板 と 前 記 透 明 基 板
と を 近 接 さ せ て 、 前 記 マ ス ク 板 に 形 成 さ れ て い る 前 記 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク と 、 こ の ア ラ イ
メ ン ト マ ー ク に 対 応 す る 前 記 透 明 基 板 の 前 記 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク と を 同 一 の カ メ ラ 視 野 内
で 観 察 し て ア ラ イ メ ン ト す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 真 空 蒸 着 方 法 は 、 焦 点 深 度 が 浅 い カ メ ラ を 用 い て 、 高 精 度 な ア ラ イ メ ン ト を 行
う こ と が で き 、 同 時 に 透 明 基 板 と マ ス ク 板 と が 接 触 す る こ と に よ る 色 ボ ケ 等 の 問 題 を 回 避
す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は 、 発 光 色 素 材 料 が 蒸
着 さ れ る 透 明 基 板 １ と 、 こ の 透 明 基 板 １ に 所 定 の ド ッ ト パ タ ー ン を 形 成 す る た め の マ ス ク
板 ２ と が ア ラ イ メ ン ト さ れ る と き の 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 こ こ で 、 図 示 は し て い な い
が 、 真 空 ポ ン プ 等 で 真 空 引 き さ れ 、 真 空 状 態 が 維 持 さ れ て い る 真 空 チ ャ ン バ 内 で 透 明 基 板
１ の 被 処 理 面 に 対 し て 発 光 色 素 材 料 が 蒸 着 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 透 明 基 板 １ は 、 大 型 且 つ 薄 型 の 透 明 の 基 板 で あ り 、 そ の 一 面 （ 被 処 理 面 ） に 発 光 色 素 材
料 が 蒸 着 さ れ て Ｅ Ｌ パ ネ ル を 形 成 す る 。 こ の 透 明 基 板 １ は 、 そ の 外 周 部 分 に お い て 、 支 持
基 台 ７ に 支 持 さ れ 回 動 自 在 な ク ラ ン プ 部 材 ６ と 支 持 基 台 ７ と に よ り 固 定 保 持 さ れ 、 中 空 状
態 に お い て も そ の 姿 勢 を 維 持 す る 。 そ し て 、 こ の 透 明 基 板 １ の 角 隅 部 に は 、 図 ３ に 示 さ れ
る よ う に 、 マ ス ク 板 ２ と ア ラ イ メ ン ト を す る た め の ア ラ イ メ ン ト マ ー ク １ Ｍ が 形 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 マ ス ク 板 ２ に は 、 図 ２ （ ａ ） 及 び （ ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 多 数 の ド ッ ト パ タ ー ン の 打
ち 抜 き 部 ２ Ｂ が 形 成 さ れ て お り 、 真 空 蒸 着 時 に は 、 こ の 打 ち 抜 き 部 ２ Ｂ の パ タ ー ン が 透 明
基 板 １ に 転 写 さ れ る 。 こ の 場 合 、 ド ッ ト パ タ ー ン の 転 写 精 度 を 高 め る た め に は 、 マ ス ク 板
２ は 極 め て 薄 い 金 属 板 か ら 構 成 さ れ る こ と か ら 、 こ の マ ス ク 板 ２ の 外 周 部 に は 保 形 性 を 持
た せ る た め に 金 属 性 の 補 強 枠 ２ Ａ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 か か る 補 強 枠 ２ Ａ が 取 り 付 け ら
れ て い る マ ス ク 板 ２ は 、 そ の 補 強 枠 ２ Ａ の 一 部 （ 又 は 全 部 ） に 適 宜 の 方 法 で 固 定 さ れ る 。
こ の と き 、 マ ス ク 板 ２ は 張 力 を 持 っ て 固 着 す る こ と に よ り 、 平 面 状 態 を 維 持 す る こ と が で
き る 。 ま た 、 マ ス ク 板 ２ の 角 隅 部 に は 夫 々 、 後 述 す る ア ラ イ メ ン ト マ ー ク ２ Ｍ が 形 成 さ れ
て い る も の と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 カ メ ラ ５ は 、 Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ 等 の カ メ ラ で あ り 、 マ ス ク 板 ２ の 角 隅 部 に 形 成 さ れ て い る ア
ラ イ メ ン ト マ ー ク ２ Ｍ と 透 明 基 板 １ の 角 隅 部 に 形 成 さ れ て い る １ Ｍ と を 基 準 と し て ア ラ イ
メ ン ト を 行 う と き に 、 両 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク を 撮 影 （ 主 に 、 拡 大 撮 影 ） す る 。 従 っ て 、 図
１ に は ２ 台 の カ メ ラ ５ が 図 示 さ れ て い る が 、 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク １ Ｍ 及 び ２ Ｍ は 通 常 ４ 箇
所 に 形 成 さ れ る も の で あ る た め 、 ４ 台 の カ メ ラ ５ が 具 備 さ れ て い る も の と す る 。 こ の カ メ
ラ ５ が 撮 影 す る 両 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク を 基 準 と し て 、 透 明 基 板 １ 又 は マ ス ク 板 ２ の 何 れ か
一 方 を 水 平 方 向 に 微 調 整 す る こ と に よ り 、 透 明 基 板 １ と マ ス ク 板 ２ と が 正 確 な 位 置 に 重 ね
合 わ せ ら れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ こ で 、 カ メ ラ ５ が 、 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク １ Ｍ 及 び ２ Ｍ を 撮 影 し て ア ラ イ メ ン ト が 行 わ
れ る が 、 こ の と き 両 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク １ Ｍ 及 び ２ Ｍ は 、 図 ３ に 間 隔 Ｓ Ｌ で 示 し た よ う に
、 近 接 し た 間 隔 を も っ て ア ラ イ メ ン ト さ れ る こ と が 好 ま し い 。 す な わ ち 、 両 ア ラ イ メ ン ト
マ ー ク １ Ｍ 及 び ２ Ｍ は 高 精 度 に ア ラ イ メ ン ト が さ れ る 必 要 が あ る た め 、 両 ア ラ イ メ ン ト マ
ー ク １ Ｍ 及 び ２ Ｍ を 極 め て 鮮 明 に 撮 影 す る 必 要 が あ る 。 そ の た め 、 図 ３ の Ｓ Ｌ で 示 さ れ る
よ う に 、 焦 点 深 度 が で き る 限 り 浅 い カ メ ラ ５ を 用 い て ア ラ イ メ ン ト を 行 う こ と が 好 ま し い
。 従 っ て 、 透 明 基 板 １ 及 び マ ス ク 板 ２ は で き る だ け 近 接 し た 距 離 に 配 置 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ こ で 、 透 明 基 板 １ と マ ス ク 板 ２ と は で き る 限 り 近 接 し た 間 隔 に 配 置 し て 、 ア ラ イ メ ン
ト を 行 う 必 要 が あ る が 、 大 型 且 つ 薄 型 の 透 明 基 板 １ の 外 周 部 分 を ク ラ ン プ し た と き に は 、
そ の 中 央 部 分 に 撓 み が 生 じ る た め 、 ア ラ イ メ ン ト を 行 う と き に 撓 み 部 分 に お い て 透 明 基 板
１ と マ ス ク 板 ２ と が 接 触 す る 。 こ こ で 、 ク ラ ン プ 時 に 透 明 基 板 １ に 張 力 を 作 用 さ せ る こ と
が 考 え ら れ る が 、 ク ラ ン プ 強 度 を 高 く し て 張 力 を 作 用 さ せ る と 、 ク ラ ン プ 部 材 ６ に す べ り
が 発 生 す る と 共 に 、 ガ ラ ス 材 料 か ら な る 透 明 基 板 １ に 損 傷 が 生 じ る お そ れ が あ る 。 従 っ て
、 透 明 基 板 １ の ク ラ ン プ 時 に は 、 必 然 的 に 中 央 部 分 に 撓 み が 生 じ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ こ で 、 透 明 基 板 １ と マ ス ク 板 ２ と の 接 触 を 回 避 す る た め に 、 透 明 基 板 １ を 僅 か に 反 自
重 方 向 に 湾 曲 さ せ る よ う に 保 持 す る 。 そ の た め 、 透 明 基 板 １ を 固 定 保 持 す る た め の 回 動 自
在 な ク ラ ン プ 部 材 ６ に 透 明 基 板 １ を 支 持 さ せ る と き に 、 僅 か に 上 方 （ 反 自 重 方 向 ） に 向 け
て 傾 斜 す る よ う に 癖 付 け を す る 。 こ れ に よ っ て 、 透 明 基 板 １ に 対 し て 中 央 に 向 か っ て 盛 り
上 が る よ う な 力 が 作 用 し て 透 明 基 板 １ は 反 自 重 方 向 に 向 け て 傾 斜 す る た め の 力 が 作 用 す る
た め 、 透 明 基 板 １ は 反 自 重 方 向 に 凸 形 状 に 湾 曲 す る 。 そ し て 、 ク ラ ン プ 部 材 ６ 、 ６ に よ り
、 反 自 重 方 向 に 向 か う 力 の 成 分 が 抑 制 さ れ る た め 、 透 明 基 板 １ は 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に
、 僅 か に 反 自 重 方 向 に 向 け て 湾 曲 し た 姿 勢 を 維 持 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 状 態 で 、 透 明 基 板 １ の 被 処 理 面 が マ ス ク 板 ２ と 対 向 す る よ う に マ ス ク 板 ２ を 配 置 し
て 、 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク １ Ｍ 及 び ２ Ｍ が カ メ ラ ５ の 被 写 界 深 度 Ｓ Ｌ と な る 位 置 に ま で 、 透
明 基 板 １ と マ ス ク 板 ２ と を 近 接 さ せ る 。 こ の と き 、 透 明 基 板 １ は 僅 か に 反 自 重 方 向 に 向 け
て 湾 曲 し た 姿 勢 を 維 持 し た 状 態 で 近 接 さ れ る た め 、 中 央 部 分 に お い て 撓 み に よ る 透 明 基 板
１ と マ ス ク 板 ２ と が 接 触 す る こ と は な い 。 そ し て 、 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク １ Ｍ 及 び ２ Ｍ を カ
メ ラ ５ で 観 察 し て 、 微 細 な ア ラ イ メ ン ト を 行 っ た 後 に 、 透 明 基 板 １ の 被 処 理 面 と マ ス ク 板
２ と を 当 接 さ せ て 、 さ ら に 透 明 基 板 １ の 被 処 理 面 と は 反 対 面 の 上 部 に 配 置 さ れ て い る マ グ
ネ ッ ト ３ （ マ ス ク 板 ２ を 磁 力 に よ り 吸 着 保 持 す る 磁 石 部 材 ） を 下 降 し て 、 透 明 基 板 １ に 当
接 さ せ る 。 マ グ ネ ッ ト ３ は 磁 石 部 材 で あ り 、 マ ス ク 板 ２ は 磁 性 金 属 材 で あ る た め 、 両 者 の
間 に は 透 明 基 板 １ を 介 し て 磁 力 が 作 用 し 、 マ ス ク 板 ２ は 透 明 基 板 １ の 被 処 理 面 に 対 し て 完
全 に 密 着 す る 。 こ れ に よ り 、 透 明 基 板 １ の 外 周 部 を 強 力 に 固 定 保 持 す る こ と な く 、 マ ス ク
板 ２ の 上 部 か ら の 磁 力 に よ り 、 強 固 に マ ス ク 板 ２ を 固 定 保 持 す る こ と が で き 、 部 分 的 な 隙
間 等 が 生 じ る こ と も な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 か か る 状 態 に お い て 、 真 空 チ ャ ン バ 内 の 下 部 に 配 置 さ れ て い る 発 光 色 素 材 料 の 材 料 と な
る 発 光 色 素 材 料 の 複 数 層 の 何 れ か １ つ （ 例 え ば 、 本 実 施 例 で は 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の 三 原 色 の 蒸
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着 の 場 合 に つ い て 説 明 し 、 そ の う ち 何 れ か 一 色 ） が 収 容 さ れ て い る 坩 堝 を 加 熱 す る こ と に
よ り 、 発 光 色 素 材 料 が 蒸 発 し 、 マ ス ク 板 ２ の ド ッ ト パ タ ー ン 状 に 透 明 基 板 １ の 被 処 理 面 に
発 光 色 素 材 料 が 蒸 着 さ れ る 。 こ の と き 、 マ ス ク 板 ２ は 透 明 基 板 １ の 被 処 理 面 に 対 し て 完 全
に 密 着 し て い る た め 、 発 光 色 素 材 料 の 転 写 精 度 は 良 好 な も の に な り 、 高 精 度 な 膜 付 け を 行
う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 発 光 色 素 材 料 の 残 り の ２ 色 を 透 明 基 板 １ の 被 処 理 面 に 対 し て 蒸 着 さ せ る た め に 、
マ ス ク 板 ２ を 画 素 ピ ッ チ 分 だ け ず ら し た 状 態 で 、 再 度 別 の 色 の 発 光 色 素 材 料 の 蒸 着 を 行 う
必 要 が あ る 。 そ こ で 、 ま ず 、 マ グ ネ ッ ト ３ を 退 避 さ せ 、 透 明 基 板 １ と マ ス ク 板 ２ と の 密 着
状 態 を 解 除 す る 。 そ し て 、 画 素 ピ ッ チ 分 だ け ず ら し た 状 態 で ア ラ イ メ ン ト を 行 い 、 再 度 透
明 基 板 １ と マ ス ク 板 ２ と を 当 接 さ せ て 、 上 部 か ら マ グ ネ ッ ト ３ を 下 降 さ せ る 。 マ グ ネ ッ ト
３ と マ ス ク 板 ２ と の 間 に は 透 明 基 板 １ を 介 し て 磁 力 が 作 用 す る た め 、 マ ス ク 板 ２ は 透 明 基
板 １ の 被 処 理 面 に 密 着 し た 状 態 に な る 。 こ の 状 態 で 、 発 光 色 素 材 料 を 蒸 着 さ せ る こ と に よ
り 、 三 原 色 の う ち ２ 色 の 発 光 色 素 材 料 を 蒸 着 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 残 り の １ 色 に つ
い て も 同 様 の 処 理 を 行 う こ と に よ り 、 三 原 色 全 て の 発 光 色 素 材 料 を 蒸 着 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 と こ ろ で 、 上 述 し た よ う に 、 透 明 基 板 １ と マ ス ク 板 ２ と は 、 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク １ Ｍ 及
び ２ Ｍ を 基 準 と し て ア ラ イ メ ン ト さ れ た 後 に 当 接 さ れ る が 、 当 接 時 に 若 干 の ず れ が 発 生 す
る 可 能 性 も あ る 。 従 っ て 、 当 接 後 に 、 再 度 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク １ Ｍ 及 び ２ Ｍ を カ メ ラ ５ に
よ り 観 察 し て 、 両 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク に ず れ が 生 じ て い る か 否 か を 検 査 す る 。 こ こ で 、 ず
れ が 生 じ て い た 場 合 は 、 ア ラ イ メ ン ト ミ ス で あ る と し て 、 一 旦 、 密 着 状 態 に あ る 透 明 基 板
１ と マ ス ク 板 ２ と を 離 間 さ せ て 、 再 度 ア ラ イ メ ン ト を 行 う 必 要 が あ る 。 ま た 、 三 原 色 の う
ち １ 色 の 発 光 色 素 材 料 の 蒸 着 が 終 了 し た 後 に は 、 他 の 色 の 発 光 色 素 材 料 の 蒸 着 を 行 う た め
に 、 再 度 ア ラ イ メ ン ト を 行 う 必 要 が あ る 。 こ の と き 、 マ ス ク 板 ２ は 、 ド ッ ト パ タ ー ン の 転
写 精 度 を 高 め る た め に 、 そ の 厚 み が 極 め て 薄 い 金 属 板 か ら な る こ と か ら 、 マ ス ク 板 ２ は 弾
性 力 を 有 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ４ に お い て 、 ア ラ イ メ ン ト 位 置 が 仮 想 線 で 示 し た 位 置 で あ っ た と し て 、 マ ス ク 板 ２ か
ら 透 明 基 板 １ を 上 方 に 向 け て 離 間 さ せ る と き に 、 同 図 の 実 線 位 置 ま で 持 ち 上 げ て も 、 マ ス
ク 板 ２ の 一 部 が 密 着 し た 状 態 で 透 明 基 板 １ と 共 に 上 昇 す る こ と が あ る 。 す な わ ち 、 マ ス ク
板 ２ は 、 そ の 厚 み が 極 め て 薄 い た め 透 明 基 板 １ と 当 接 さ れ た と き に 、 密 着 力 が 作 用 す る こ
と に な る 。 そ し て 、 同 時 に マ ス ク 板 ２ は 弾 性 力 を 有 す る こ と に よ り 、 前 記 密 着 力 の 作 用 に
よ り 、 マ ス ク 板 ２ の 一 部 （ 主 に 、 中 央 部 分 ） が 透 明 基 板 １ に 圧 着 さ れ た 状 態 で 、 透 明 基 板
１ と 共 に 上 昇 し 、 大 き く 撓 む こ と が あ る 。 そ し て 、 マ ス ク 板 ２ の 厚 み が 薄 く な る 程 、 大 き
な 弾 性 力 が 作 用 す る た め 、 透 明 基 板 １ を マ ス ク 板 ２ か ら 大 き く 離 さ な け れ ば 、 両 者 を 完 全
に 離 間 さ せ る こ と が で き ず 、 一 部 に お い て 接 触 状 態 が 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ こ で 、 マ ス ク 板 ２ の 弾 性 力 に 基 づ く 撓 み に よ る 圧 着 量 を 超 え て 両 者 が 完 全 に 離 間 す る
位 置 に ま で 透 明 基 板 １ を 上 昇 さ せ る 。 そ の 後 、 再 度 下 降 を 行 う 際 に は 、 ア ラ イ メ ン ト マ ー
ク １ Ｍ 及 び ２ Ｍ が カ メ ラ ５ の 焦 点 深 度 内 に 収 ま る 位 置 に ま で 、 透 明 基 板 １ と マ ス ク 板 ２ と
を 近 接 さ せ て 、 ア ラ イ メ ン ト を 行 う 。 こ れ に よ り 、 再 度 、 水 平 方 向 に 微 調 整 を 行 う ア ラ イ
メ ン ト が 行 わ れ た と し て も 、 透 明 基 板 １ と マ ス ク 板 ２ と は 完 全 に 離 間 し て い る 状 態 で ア ラ
イ メ ン ト す る こ と が で き る た め 、 上 記 接 触 の 問 題 は 生 じ る こ と な く ア ラ イ メ ン ト さ れ る た
め 、 透 明 基 板 １ に 既 に 付 着 し て い る 発 光 色 素 材 料 を こ す る こ と に よ る 色 ボ ケ の 問 題 は 起 こ
る こ と は な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 透 明 基 板 １ と マ ス ク 板 ２ と を ア ラ イ メ ン ト す る と き に 、 透 明 基 板
１ を 予 め 反 自 重 方 向 に 向 け て 僅 か に 凸 形 状 に 湾 曲 さ せ る こ と に よ り 、 角 隅 部 に 形 成 さ れ て
い る ア ラ イ メ ン ト マ ー ク １ Ｍ 及 び ２ Ｍ を 近 接 し た 位 置 で ア ラ イ メ ン ト し た と し て も 、 透 明
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基 板 １ の 中 央 部 分 が 撓 む こ と は な く 、 そ の 結 果 、 透 明 基 板 １ と マ ス ク 板 ２ と は 接 触 す る こ
と が な い 。 従 っ て 、 焦 点 深 度 を 極 め て 浅 く と っ た と し て も 、 透 明 基 板 １ 及 び マ ス ク 板 ２ を
非 常 に 近 接 さ せ る こ と が で き 、 両 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク を 極 め て 鮮 明 に 撮 影 し て 、 高 精 度 に
ア ラ イ メ ン ト を 行 う こ と が で き る と 同 時 に 、 上 記 接 触 の 問 題 が 回 避 で き 、 色 ボ ケ が 発 生 す
る こ と は な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 再 度 の ア ラ イ メ ン ト を 行 う と き に 、 透 明 基 板 １ と マ ス ク 板 ２ と を 大 き く 離 間 さ せ
る こ と に よ り 、 透 明 基 板 １ と マ ス ク 板 ２ と の 密 着 力 及 び マ ス ク 板 ２ の 曲 げ 量 に 基 づ く 弾 性
力 の 作 用 に よ っ て 生 じ る 接 触 の 問 題 を 回 避 で き 、 色 ボ ケ が 発 生 す る こ と は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 透 明 基 板 と マ ス ク 板 と を ア ラ イ メ ン ト し て 当 接 す る と き の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 マ ス ク 板 の 断 面 図 及 び 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の ア ラ イ メ ン ト マ ー ク 近 辺 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 マ ス ク 板 が 大 き く 撓 ん だ と き の 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
１ 　 　 透 明 基 板 　 　 　 　 　 　 ２ 　 　 マ ス ク 板
３ 　 　 マ グ ネ ッ ト 　 　 　 　 　 　 ５ 　 　 カ メ ラ 　 　
６ 　 　 ク ラ ン プ 部 材 　 　 　 　 　 　 ７ 　 　 支 持 基 台
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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